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こんにちは。
八女警察署です。

㊴

土橋地区の風俗環境を浄化
　今月は、土橋地区の風俗環境浄化対策に
ついてお知らせします。
　最近、管内住民の方々から、「土橋にも客

引きが増えて、雰囲気が悪くなった」、「安心して飲みに行けるよう
に取り締まってほしい」等の声が数多く寄せられます。
　そこで八女警察署では、生活安全課に土橋地区風俗環境浄化対策
本部を立ち上げ、風俗営業店舗への立入りや違法な客引きを検挙す
るための取締り活動を行なっています。
　先般、更なる土橋地区の風俗環境浄化を目指し、八女料飲旅館組
合と協働で八女土橋地区風俗営業管理者研修会を開催しました。

　研修会では、店舗の管理者
に対し、風営法の遵守事項を
今一度説明し、あわせて、暴

力団排除、飲酒運転撲滅のための協
力を依頼するなど土橋地区の風俗環
境浄化の気運を醸成しました。
　今後も、八女警察署では八女料飲
旅館組合と協働して、土橋地区の風
俗環境浄化に積極的に取り組んで参
ります。
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野鳥ウォッチング　�
シジュウカラ

　シジュウカラは全国に分布する小鳥
で、山地から平地まで見かけます。胸に
は縦長くネクタイを締めているような模
様があるのが特徴です。
　「ツーピー」・「ツーピー」とさえずり、
庭先によく飛んでくるのを見かけます。

矢部村　栗原　浩暢

矢部川源流・杣の里の四季
�

ツルニンジン（蔓人参）[キキョウ科]

　ツルニンジンは別名はジイソブ
（爺のそばかすの意）という。根
が高麗人参に似るということでこ
の名がある。春に茎を出し、他の
植物に巻きつきながらのびる。花
期は 8 ～ 10 月。茎や根を切ると
乳液が出る。韓国では食用に栽培
が行われている。

黒木町　松尾　重根

ベターホームの楽しい cooking

トマトの卵スープ

●カタログのご請求、お問合せはこちら
ベターホーム協会　〠 810-0001　福岡市中央区天神２-13-17 恒松ビル３階
☎ 092-714-2411 FAX092-711-7830　URL http://www.betterhome.jp

材料（２人分） 作　り　方

トマト…………………… 1/2個（100g）

セロリ………………………1/2本（50g）

卵…………………………………… １個

サラダ油………………………大さじ1/2

    　水………カップ１と1/2（300ml）

    　スープの素………………小さじ１

    　塩………………………小さじ1/4

    　酒……………大さじ1/2

 　　こしょう………………………少々

① トマトは６つくらいのくし形に切る。
　 セロリは皮むき器で筋をとり、斜め
　 薄切りにする。
② 卵は割りほぐす。
③ 鍋に油を熱して、セロリを軽くいた
　 め、Ａを加える。
④ 沸とうしたらトマトを加え、再び煮
　 立ってきたら卵を糸状に流し入れる。
　 卵が浮いてきたら火を止める。

セロリをさっといためるから、ぐんと
おいしくなります！

NEW

時間差ごはん読本
￥６５０（税込）

Ａ

▪八女図書館特別整理期間
　に伴う休館のお知らせ
本館　９月１日（金）～11日（月）
分館　９月12日（火）～16日（土）
11日（月）は黒木分館のみ開館

9月2日（土）

駐車場が少ないので乗り合わせて早目にお出かけ下さい。
TEL（公民館）0943-24-0916問い合わせは当日のみ

雨天の時は９月３日（日）

祈祷院神社総代、祈祷院八朔祭典係

午後８時
開始予定


